
 

数列の問題では、隣同士差がどうなっているかをみます。 

差をとると 

   １２、２０、２８、３６、… ① 

これに、また差をとると 

    ８、８、８、… 

ということは、①の３６の次が４４で 

問題の□は ９９＋４４＝１４３ 

であることがわかります。 

もちろん差ではない場合もありますが。 

                   答え １４３  

でも、ちょっと気づくと次のような解き方もあります。 

 ３＝１×３ 

 １５＝３×５ 

 ３５＝５×７ 

 ６３＝７×９ 

 ９９＝９×１１ 

だから、次の数は １１×１３で１４３になります。 

◆問題  

 次の数字の列は、ある規則にしたがって並んでいる。空欄に入る数字はいくつ

でしょうか。 

     ３、１５、３５、６３、９９、□、… 


